
第25回「在宅医療サークル」アンケート結果 6/16開催（80画面：参加者約90名）

（講演）「本人の意向を尊重した看取りのすすめ方～島原編Ver.2～」

（講師）・医療法人くすのきクリニック 德永清治 先生

・一般社団法人島原市医師会訪問看護ステーションＱ 徳永 純子 氏
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講演を聞いて理解できた、または理解できなかった内容など感想をご記入くださ
い。33 件の回答

① 本人の、ご家族の思いが伝わるような発表でした
② 実際のお看取りの経過をご講演いただき、とても参考になりました。ありがとうござ

いました。
③ 実際に看取りまでの支援が分かりやすく、学びを深めることができました。これから

も患者さん、家族の意向を尊重しながら支援を行っていきたいと思います。ありがと
うございました。

④ "在宅看取りでの「本人と家族の関係性」がとても大切だと感じた。「これ迄の生き
様」が最後の場面で表れるのだなと再確認しました。"

⑤ 本人様、ご家族の思いに寄り添った在宅医療の取り組みに学びが深かったです。
⑥ 病院においては後日ご家族と会うということがなかなかできない状況ですが、訪問看

護ならではの寄り添いかたを聞かせて頂き何かヒントとして役立てることが出来れば
と思います。

⑦ 家族が介護できる環境作りや声かけ。日々の訪問がグリーフケアになると分かった。
⑧ 先生の優しさ、訪問看護師さんの感動しました。日々のかかわり、声かけや傾聴が大

切だと、改めて思いました。
⑨ 一人暮らしの方でも在宅での看取りのケースがあると聞き勉強になりました。コロナ

禍で面会ができないため長期の入院をせずすぐに退院されたり、県外在住の家族とも
自由に合わせたいと自宅での看取りを希望される方が増えていると感じてます。ケア
マネジャーとして本人様、ご家族を支えていけるよう研修など積極的に参加して行き
たいです。貴重なお話を聞けたので今後に生かしていきたいです。ありがとうござい
ました。

⑩ 先生の言葉かけや、訪問看護師さん、訪問介護士さんの24時間365日対応は、家族に
とって安心感につながり、心強いものだと改めて感じました。在宅訪問栄養士として
看取りに関わる時には、家族や本人の「食べたい」思いに寄り添って支援したいと思
いました。

⑪ 在宅で、家族のサポートは本人様の生きがいになり、グリーフケアは本当に重要だと
再認識しました。

⑫ "大変貴重なお話で勉強になりました。薬剤師も看取り、グリーフケアに貢献できるよ
う勉強していこうと思いました。"

⑬ 立場上、見取りの現場に立ち会うことは少ないと思われれるが、私自身、日々の在宅
訪問を行う上で患者様、家族様の気持ちを踏まえたうえで行動することが大切だとあ
らためて感じました。末期がんの患者様やその家族様はある程度心の準備もなされて
いると思うが、その心に寄り添うだけの私自身の心の準備も必要なのだと感じました。

⑭ 徳永先生、看護師のお二方、貴重な講演ありがとうございました。看取りの面からも
医療と介護の連携が重要であることが理解できました。

⑮ 在宅医療での家族の方との関わり方を改めて知ることができました
⑯ グリーフケアのタイミングは参考になりました。
⑰ 在宅医療の意義を学べた研修でした。事例をもとにお話しされていた為、本人さまや

ご家族さまの心情、医療の方々の対応や心情を深く知ることができたと思います。今
後、一介護者として在宅医療にどう向き合っていくかしっかり考え、引き続き学んで
いきたいと思いました。

⑱ グリーフケアの必要性



⑲ 本人・家族の意向確認の難しさ、大事さが知れた
⑳ 本人様の言葉や気持ちをとても大切にされていると感じた。同時に家族の心身の状態

まで配慮され画一的ではなく臨機応変に対応されていると感心しました。
㉑グリーフケアについてACPの活用でケアが出来ることを知る。先生の俳句素晴らしかっ

たです。先生の最期の言葉として看取りの体験、経験の重要性の再確認が出来ました。
"

㉒毎日点滴とありましたが今迄の経験で本人はいやがるのをしていかれるのでしょうか。
㉓主治医を中心として家族、専門職がチームとなって本人が望む在宅での生活を送ること

ができたことがよくわかりました。
㉔家族としては病院・施設で見て頂きたいが、本人の希望を尊重し家で見てあげたいと思

う。ステーションQをお願いし対応して頂きたい。今後の母の96才、今現在、自分の事
が出来、見守り対応しています。

㉕家族の要望どおりに介護するスタッフの方も大変だと思いますが、本人様が御元気な時
にお話を聞いて頂いた事が心に残るのではと思います。

㉖在宅医療の経過や、御家族の気持ちなどを聞くことができて、大変参考になりました。
㉗訪問看護や往診との連携が、在宅高齢者の看取りには、大切な事がわかった。施設での

看取りでもグリーフケアを実践したい。
㉘タ－ミナル期の在宅療養は家族の受け入れとチーム内での統一した協力が必要なことが

わかりました。
㉙ACPを考える上で、本人、家族の経験や体験により変わり、またグリーフケアは特別な

時間を要さず、日々の関わりの中で行えるものであることが理解出来ました。家族の
終末をどのように迎えるか、それにより自分のACPへの考え方も変わってくるのかなと
感じました。

㉚"・本人様、ご家族との話し合いを十分に行う事が大切だと思いました。・誰でもでき
れば最後は家でと思っている。家族もそうしてあげたい、双方の気持ちが一致し周囲
の理解があれば自宅での看取ができる、してあげたいと思いました。施設であっても
同じ事かなと思いました。"

㉛看取りに対する考え方が変わっていい研修となった。
㉜"在宅での看取りは職場や家族の協力と理解が無いと難しいとつくづく感じましたでも

反面可能で有れば実の両親は自宅で介護してその後は看取りまでできたらいいなと
思ってますまだまだ長生きしてもらわないと困るんですがね"

㉝"介護をする家族が介護休暇をとれる社会体制は、本人家族が最期の貴重な時間を過ご
すための一助となるので、広く普及されると良いと感じました。（介護に携わった者
の立場からですが）主治医の先生や訪問看護など在宅医療に関わる専門職の方から、
本人のこれまでの人生を認めたり、家族の介護に対する労ったりする言葉を頂いたこ
とは、本人家族の支えとなりました。在宅医療のサポートがあると、ふとした瞬間に
心の余裕が少しだけ出てきます。そんな時に本人家族は思い出話で笑いあったりしな
がら最期の残された貴重な時間を過ごせたのだと思います。サポートして頂いた皆様
に感謝しております。ありがとうございました

㉞グリーフケアは本人の死後の家族支援ではあるが、亡くなった後に支援を開始するので
はなく、亡くなる前の本人家族との関わりや支援の段階から始まっているのだと学び
ました。亡くなった後の悲しみの中でも、家族が本人との思い出を良いものとして受
け入れられるような支援が必要であるとわかりました。グリーフケアとして行政が直
接関わることはないが、様々な手続きで窓口に来られる本人家族に対しての関わり方
は今後も意識していきたいと思います。



① 家族が遠方にいる場合の関わり方 など
② 薬剤師の役割
③ グループワークができると嬉しいです
④ 在宅で難しかった事例などを共有し検討する。
⑤ 今回のような、薬剤師としてはなかなか経験できないようなことを紹介していただけ

ると私自身の今後の糧になると思います。患者様や家族様のバックボーンになかなか
触れる機会がないので、在宅訪問でも表面的な関与しかできていないと実感していま
す。このような研修会を積み重ねて、患者様や家族様の心の在り方に寄り添うための、
私自身の心の経験値を獲得していければと思いました。

⑥ 終活ノートの活用方法について
⑦ サルコペニア、ロコモティブシンドローム、フレイルなどの対策と在宅で出来るリハ

ビリを知りたいです
⑧ デイサービスの在宅医療への関わり方、求められること。
⑨ 在宅医療や退院前カンファをテーマにした討論会
⑩ 訪問歯科診療の実際について
⑪ 気づき：リモート研修の時はマスクを外して話してほしかった。声がこもって聞きず

らいところがあった。
⑫ 今後も本人の意向を尊重した在宅での看取りの進め方の研修を受けたい。
⑬ "いつも研修会楽しみにさせていただいておりますzoomでの開催ということもあり家

庭の負担もなく大変でしようがこのまま継続希望いたします“
⑭ 自分の職種ではなかなか見ることのできない現場の話を聞くことができ、大変勉強に

なります。恥ずかしながら、病院診療と訪問診療の違い(特に内面的なところも含め
た患者家族への支援について)や訪問診療の現場についてはよく知らない分野なので、
そこの話を聞けるといいなと思います。

5、今後受けたい「研修内容」や「在宅医療・介護連携」に関してのご意見等、自由にご記
入ください（今後在宅医療サークルで行いたいことなど）。


